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し、しかもアメリカの地で引き続き、オーストラ アの歴史に取材した小説を含めた作品書くというスタンスを取っている。ケアリーに限らず、オーストラリア出身の作家が、マイルズ・フランクリンを筆頭に、英国やアメリカに移住し 作家活動を続けるという例は枚挙にいとまがない。 『メアリー・ポピンズ』を書いたオーストラリア出身のパメラ・トラヴァースやニュージーランド出身のキャサリン・マンスフィ ドなど、 ー トラリア、ニュージーランドを出たあとに作家として大成したケースもある。そのために日本におけるオースト リア文学やニュージーラド文学の位置づけも曖昧になる。　
ケアリーの場合もこの経歴が原因で、日本の英文学研究では彼の位置づけ 興味深い揺れが見られる。ケアリー
は、今年出版された『イギリス文学入門』 （石塚久郎責任編集、三修社、二〇一四年）の中で、代表的作家一二〇人の中の一人として取り上げられている。この本は「二一世紀に入って編 れ 日本語 よる初の本格的イギリス文学入門書」 （同書「はじめに」 ）を謳っており、おそらく日本 おけるイギ 文学研究全盛期ま 類書には見られ
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e? ” 」が『どこにもない国／現代アメリカ幻想小説集』 （柴田元幸編
訳、松柏社 二〇〇六年） 収録されている。ケアリーはオーストラリアでは当然、オーストラリア文学の作家として認識されているのだが、このように、オーストラリ の作家がポ コロニアルの枠組みでイギリス文学の一部として扱われるのは、 「日本 」英文学というディシプリンの中で、オー 文学が「処理」し切れていないことの表れであると思われ 。　
ケアリーはポストコロニアル作家と目されているが、それは旧植民地であるオーストラリアの作家であることだけ























分け 、アメリカ合衆国以外の旧 吸収し、同時にオーストラリアでは自明のもので る「オーストラリア文学」というカテゴリーを無視しながら、 ギ ス文学のカノンをアップデートしていることになる。かくして、英文学研究がポストコロニアル作家をカノンに吸収しながら、伝統的ディシプリンとして日本のアカデミズムの制度の中で生き残っていく一方で、オ ストラリア文学は、日本では漂流していく。　
他方、ゲーテの「もはや国民文学は意味を持たない」との言葉を引くまでもなく、オーストラリアの文学を、 「世














アップされていた北朝鮮による拉致被害者のことを思い出したと述べ た。当時 小泉総理大臣 訪朝 拉
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致被害者がいることが明らかになり、日本社会でホットな話題になっていたからだ。つまり、引き裂かれた親子が互いを思う気持ちという普遍的な部分を超えて、日本の観客に、国家 犠牲を強いられた人々がいたのだという作品のメッセージは伝わった。一方「もし したら我々もマイノリティに対する抑圧 犯しているかもしれない」 自らを問い直す反応もあった。このような反応も、作品の受け手側 社会で いま、何が問題になっているかによって、さらに刻々と変わっていくはずだ つまり、普遍性 受け手の社会のローカルな がそこに重なったとき、作者の意図を超えた読みが行 れて くのである。　
ピーター・ケアリーは、英語圏で多く読まれ、人気を得ている。英語圏での文化・社会の差を越境し、作者の意図






























底を這いず ような人生でありながら、白人であるという理由だけでアボリジニを自分たちより下 と蔑んできたケリーたちが、そうでは い現実を見せつ れてい 。その描写に 、アボリジニに対する同情もなければ、ケリーたちへの批判もな 。ただ植民地オーストラリア奥地 の白人とアボリジニ 関係におけるひとつの真実が、描き出されている である。　
●格差社会
　
存命中から現代に至るまで、英雄とたたえられることで、ネッド・ケリー自身 真実の声 かき消されてきた。 『ケ
リー・ギャングの真実の歴史』 は、まだ見ぬ娘に宛てて自分の人生を綴 手記という設定で、アイルランド移民として味わった貧困や、腐敗した警察との果てしない抗争、翻弄され 家族の運命、そしてなぜケリー・ギャングを
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ように、オーストラリア とっては史上最大の災禍であった日本との戦争を経験しながらも 戦後はアジア太平洋で生き残るために日本との結びつきを強めてきた。したがって、日本はビジネ 相手という単 る記号で ない、オーストラリアの国柄 深い影響を及ぼす特別な意味を持っ 国 ること 確かだ。　
しかし近年までオーストラリア側が日本に一方的なラブコールを送り続ける「片思い」という言葉で表現されてき




















ーバー、発明家、製造業者、ブッシュマン アボリジニが展示され、そこで「ウォルシング・マチルダ」 「アドバンス・オーストラリア・フェア」のどちらを国歌 するかを論争させたりするのだ。　
生きた人間を檻の中で展示品 す という発想は、日本の歴史を振り返れば、 「人類館事件」を思い出させる。一



















世界文学という概念が、池澤夏樹が言うように 「読みのモード」の だとするな 、いま・ここへと越境する 「読
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